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戦
時
中
の
生
活
、
歴
史
学
ぶ
玉
名
町
小

「
、
ノ

球
靖
港
戦
託
の
難
鞠
と
な

っ
た
戴
珠
饗
輩
か
ら
が
託

で
0
0
舘
と
な
る
の
を
龍
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控
え
た
ザ
轟
、
崇
議
場

(
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帯
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点
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当
掛
の
酢
撥
恥

や
藤
な
ど
を
越
し
て
、
灘

時
事
の
韮
瀧
や
地
戒
の
鞠

蔀
の
賢
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謹
ん
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。

く
ま
も
と
弊
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鵬
・
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他
卦
藤
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
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態
憲
寒
6
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)
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、
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内
に
あ
っ
た
唾
豊
能
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の
窓
襲
境
や
ポ
野
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る
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襲
に
つ
い
て
謙
踊
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「
庇
い
土
地
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あ
っ
た
玉
名

が
繋
萌
の
禦
蕗
に
選

ば
れ
、
撰
縦
古
を
副
挿
す

蔀
誌
が
舗
薮
か
ら
襲
ま
っ

た
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「
鶴
要
望
蒜
と
し

て
興
慨
も
戦
地
に
行
っ
た
」

と
の
鞘
に
、
児
童
た
ち
は

し
ん
け
ん

き

い

ノ
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剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
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馨
帯
の
戦
師
資
構
珊
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豪
、
臨
覇
さ
ん
(
6
4
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が
収
集
し
た
唾
陵
野
の

藤
や
鍵
か
ぶ
と
、
当
時
の

と
ー
つ
‥
し
ー

お
も
ち
ゃ
な
ど
5
0
鹿
も
純

増
鼎
彰
た
ち
は
実
際
に
着

た
り
触
っ
た
り
し
て
、
当
時

と
う
∴
し

の
暮
ら
し
を
想
像
し
て
い

た
。
焼
夷
粥
を
触
っ
た
瀧

諜
基
は
「
サ
ラ
ザ
ラ
し

て
輩
か
っ
た
。
あ
れ
が
降
っ

て
き
た
と
思
う
と
悔
い
」
と

諜
し
て
い
た
。
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鵬
)

焼
夷
弾
の
実
物
を
手
に
取
る
玉
名
町
小
の
児
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(
写
真
上
)
、
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日
本
陸
軍
航
空
兵
の
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を
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た
児
童
(
同
下
)
=
玉
名
市

ぶれず巾
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